
［成果情報名］水稲の湛水直播栽培における酸化鉄粉の種子被覆資材としての利用

［要約］酸化鉄粉はＣＭＣを３％混合することで過酸化石灰剤と同手法で種子被覆でき、

安価な種子被覆資材として無人ヘリ等で５月上旬以降に播種する水稲の湛水散播栽培に利

用できる。播種は被覆種子の含水率が15％程度に低下するまで２、３日陰干ししてから行

い、常温網袋保存で１週間程度は出芽性が維持できる。

［キーワード］酸化鉄粉、水稲、湛水散播栽培、種子被覆、出芽・苗立ち

［担当］三重科技農研・伊賀農業研究室

［連絡先］0595-37-0211

［区分］関東東海北陸農業・水田畑作

［分類］技術・参考

--------------------------------------------------------------------------------

［背景・ねらい］

無人ヘリ等による水稲湛水散播栽培で、出芽・苗立ちに好適な気温条件で播種し播種後

落水管理を行う場合には、酸素発生資材を被覆する必要性は小さい。そこで、過酸化石灰

剤（商品名：カルパー粉粒剤16）より安価な種子被覆資材として、酸化鉄粉（鋳鉄切り粉

の焼成粉末）の利用技術を検討する。

［成果の内容・特徴］

１．酸化鉄粉に糊剤としてＣＭＣ（カルボキシメチルセルロースナトリウム）を３％混合

すると、過酸化石灰剤と同様の方法で種子被覆できる（図１ 。）

２．酸化鉄粉被覆種子は黒褐色で表面凹凸が多い。水中での崩壊は緩やかで、吸水し膨張

するが剥離せず、過酸化石灰剤被覆種子より形状が長く維持される。被覆直後は含水

率が高く柔らかいが、乾燥後は無人ヘリ等で播種可能な強度となる（図１ 。）

． 、 、３ 酸化鉄粉被覆種子の出芽性は 播種深度10mm以上では過酸化石灰剤被覆種子に劣るが

播種深度５mmでは出芽速度は遅いが同等の出芽率、苗立率が得られる（表２ 。）

４．播種後10日間の平均気温が摂氏17.5度以上（伊勢平坦地域:５月第２半旬以降、伊賀

地域:５月第３半旬以降）であれば、過酸化石灰被覆種子と同等の出芽率、苗立率が

得られる（表２ 。）

５．酸化鉄粉被覆種子は２～３日陰干しを行い、含水率15％程度に乾燥させてから播種す

、 （ ）。ることで出芽・苗立ちが安定し 常温網袋貯蔵でも１週間程度は保存できる 図２

また、乾燥後に低温密封貯蔵すると高い出芽性が維持できる。

６．酸化鉄粉被覆種子は表層散播でも籾の露出、根上がり、浮き苗の発生が少なく、５月

上旬以降に無人ヘリ等で播種し、播種後は落水管理を行うと安定した出芽・苗立ちが

確保でき、生育・収量は過酸化石灰剤被覆種子と同等である（表１ 。）

［成果の活用面・留意点］

１．苗立ちを安定させるため、播種後は出芽始期まで落水管理する。

２．酸化鉄粉を用いることで被覆資材費は約40％に低減できる。

３．低温時や強還元土壌等の不良環境下における出芽促進効果は期待できない。
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        図２ 貯蔵日数と出芽係数の関係 

  1.１倍重被覆籾を播種深５mmで25粒/ﾎｯ゚ﾄ播種。
  2.播種後は自然落水させ播種５日後に再湛水。
  3.低温貯蔵は半日陰干後に4～4.5℃で密封貯蔵。
    常温貯蔵は22～24℃で網袋で貯蔵。
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表２ 播種深度および播種後の気温が出芽・苗立ち 

 に及ぼす影響                              

 要因 水準 種子 出芽率 苗立率 平均出芽 出芽  

           条件 (%)   (%)   日数     係数  
      5  Fe 96.0 ns 92.0 ns 3.26 ns29.4 ns

 播種 5  Ca 92.0 88.0 2.74 33.6

 深度 10  Fe 85.3 * 77.3 * 4.52 * 18.9 *

 (mm) 10  Ca 94.7 89.3 3.97 23.8

      20  Fe 73.3 * 20.0 * 6.25 * 11.7 *

      20  Ca 77.3 69.3 4.67 16.6

 播種 16.2  Fe 60.0 * 42.0 * 7.11 * 8.4 *
 後10 16.2  Ca 80.0 68.0 6.52 12.3

 日間 17.5  Fe 80.0 ns 71.0 ns 6.63 * 12.1 *

 平均 17.5  Ca 82.0 76.0 6.00 13.7

 気温 19.6  Fe 87.0 ns 84.0 ns 6.16 ns14.1 ns

 (℃) 19.6  Ca 85.0 82.0 5.53 15.4
1.1倍重被覆籾を被覆1日後に25粒/ﾎﾟｯﾄ播種。       
2.播種深度の影響：播種後10日間の平均気温は23℃。
3.播種後気温の影響：播種深度は５mm。            
4出芽係数：出芽率/平均出芽日数                 
5. * 5％水準で有意差有り ns有意差なし        

Ｃａ Ｆｅ

 被覆直後含水率(%)：Ca 20.4 Fe 24.6

 千粒重(g)        ： Ca 58.2 Fe 57.0

 破断応力(g)     ：Ca 1077 Fe 1168

       図１ 被覆種子の形状

  1.乾籾重量の１倍重被覆。               

  2.千粒重、破断応力(RHEO METER)測定     

    時の含水率は、Ca 14.6%、Fe 11.4%。   

  表１ 圃場試験における苗立率および収量の比較  

年度 場所 品種 播種日 種子 播種 苗立率 収量
条件 方法 （％） (kg/a)

Ｈ１０一志郡 どんとこい 5/12 Ｆｅ２倍 動散 76 49.5

Ca２倍 動散 73 43.3

催芽籾 動散 68 38.5
Ｈ１１伊勢市 キヌヒカリ 5/7 Ｆｅ1.5倍無人ﾍﾘ 59 48.9

Ｃａ１倍 無人ﾍﾘ 66 53.6
Ｈ１２上野市 コシヒカリ 5/16 Ｆｅ１倍 無人ﾍﾘ 91 49.7

5/19 Ｆｅ１倍 無人ﾍﾘ 91 51.3

Ｃａ１倍 無人ﾍﾘ 86 49.9

伊勢市 キヌヒカリ 5/9 Ｆｅ１倍 無人ﾍﾘ 58 61.6

Ｃａ１倍 無人ﾍﾘ 73 64.9
コシヒカリ 5/9 Ｆｅ２倍 無人ﾍﾘ 86 54.7

 1.播種は被覆後１～３日後に、代掻当日または翌日に実施。 

 2.播種後は４～８日間落水管理。                       

 3.倒伏程度は０(無)～５(甚)。                      


